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地域の活動情報を
毎週ブログで
発信中

社協キャラクター
「ミーシャくん」

６月１５日（土） 箕面市立メイプルホールにて開催シンポジウム 向こう三軒両隣のご近所づきあい

「コロナ特例貸付」の返済が始まって
みえてくる生活困窮

「共助でつながる自治会が地域社会の未来をひらく」

～フォローアップ支援を通して～

「箕面市の自治会を考える会」についてはこちら ▼

特集 1 ページ32

特集2 ページ54

シンポジウム第３部 パネルディスカッションの様子

箕面市の自治会を考える会・箕面市・箕面市社会福祉協議会の三者で共催



向こう三軒両隣の関係は、
どの世代にも魅力的だった！

ご近所づきあいは、みんなが幸せに
生活するきっかけだと思います！

追手門学院大学
学生　菅野 咲月さん

大阪大学　大学院経済学研究科
教授　堂目 卓生さん

学生
世代

ベテラン
世代

子育て・働き
世代

令和の現代、様々な生活技術が進化し、ライフスタイルは多様化。暮らしは便利で豊かになりました。
だから「ご近所づきあいなんて必要ない」と感じる方も多いと思います。
でもここで立ち止まり、身近な地域に触れてみませんか？
シンポジウムでは、様々な世代の登壇者が語り合い、それぞれの
世代における、「自治会」や「ご近所」の素敵な魅力が見えてきました。

ではなく、心を通わせることで「共感」が生まれ、助ける側も
助けられている（「心の壁からの解放」）といった共助関係に
あります。
　経済学から見ても、現代の共助社会を支えるには「共感」
がベースにあるそう。経済とは財やサービスの供給ですが、
それは決して一方向ではなく、互いの支え合いで成り立って
います。自治会は、地域住民の共感を育み、地域の「いのち」
を支え合う組織です。私たちは、「共助社会」の担い手であ
ることに気づくことが重要です。

　「共感」とは、誰もが持っている、他者と響き合う心の動き。
堂目教授は、この「他者」を生物や自然、地球を含めた「いの
ち」と表現します。「助けを必要とするいのち」と「助けるい
のち」は、「助けが必要ないのちを助ける」といった一方向

　どの活動にも「他者を思いやる行動」があります。
日常的につながりを持ち、顔見知りの関係を築く
ことで、有事の際も助け合えます。「愛」の反対は
「無関心」。堂目教授から「共感」の話がありましたが、
共感の第一歩は他者に関心を持ち、向き合うこと。
自治会活動もそこから始まります。他人に優しくす
る大人の姿、子どもはそんな大人たちに見守られな
がら過ごしていく中で、寛容の心を育んでいきます。
自治会は、「愛を育む一つの装置」だと感じます。

自治会って、知らない人同士が
年齢を超えて友達になれるんです！
ご近所で自然になされる子どもの
見守りネットワークは何にも勝ります！

　ピースガーデン自治会は箕面森町の
戸建住宅で、子育て世代が中心。川瀬
さんは、くじ引きで会長に。当初は「自
治会」がつかめず大苦戦。コロナ禍で
活動もできず、このままフェードアウト
と思いきや、突然やる気スイッチオン！「公共の場の使い
方やゴミステーション老朽化問題に、『何とかできへん
の？』と聞かれたことからだったかな」と振り返ります。
　行政とのやりとりや防災のためにも自治会が必要と
思い立ってからは、継続可能な運営に乗り出します。
　まず若い世代が参加しやすいよう、作業や時間拘束
を減らし、SNSの活用や回覧物のオンライン化を推進。
使い辛い人や対面での話を要する場合は、個別に動きま
す。人のつながりを作るイベントも大事。ただボランティ
アを募るのは限界だと感じ、謝礼等も考えています。
　「このコミュニティに関わりたいと思える自治会を目
指します」と語ります。

自治会って何…？からのスタート。
今は継続可能なあり方を探り、
「参加したい」と思ってもらえる
自治会を目指しています！

　「ルミナス箕面の森」は、１８棟からなるマンション。自治
会を真ん中に置き、いくつもの地域団体で「ルミナス連絡
協議会」を設置。様々な世代、様々な団体が一緒に企画し
交流するイベントを開催したり、防災に向けた活動などを
行っています。
　阪急バス路線問題への働きかけは、大きな実績のひとつ
です。近隣自治会とともに必要性を訴え、市議会の協力も得
て住民アンケートを実施。結果、「廃止検討路線」から、通常ダ
イヤで社会実験できることになりました。個人では実現しに
くいことも、自治会ならできます。乗客数の検証は今も続い
ていますが、「みんなでバスに乗ろう」と呼びかけています。

自治会、そして近所の仲間と一緒なら、
叶えられることがあります。
地域のつながりの意義を日々感じています。

ピースガーデン自治会
会長　川瀬 竜一さん

ルミナス箕面の森自治会
会長　水上 登志夫さん

神戸学院大学
社会リハビリテーション学科
准教授　川本 健太郎さん

シンポジウム
参加者の感想

第２部 スペシャルトーク

第１部 講演  「共感でつくる共助社会」 

第３部 パネルディスカッション

第３部 パネルディスカッション

第３部 パネルディスカッション

キーワードは「共感」！！

6/15開催　 シンポジウム「共助でつながる自治会が地域社会の未来をひらく」

　坂さんは、小・中学生のママで会社員
と自営業のダブルワーカー。自治会役員
には当番でなり、その後会長になって３
年目。活動するにつれ、その魅力に引きつけられました。
　「これまで、日々の生活は家族だけでできると思って
いた。でも勘違いだった。地域を掃除してくれる人がい
た。防犯、マンション整備、あらゆる面で誰かが助けてく
れていた。」さらに、「関わることで、知らない人が知っ
ている人になった。すると、その人の魅力が目の前に飛
び込んできた。」
　それに気づいた時、自分も周囲の人のためにできる
ことをやろうと自然に思えたそうです。自治会には、
「面倒」を超えた、楽しさや喜びがあると語ります。

進行
コーディネーター

日商岩井箕面ハイツ自治会
会長　坂 渚さん

自治会を運営する若い世
代の言葉が新鮮で頼もし
かった。
自治会の必要性を感じた。
これからの自治会にでき
るだけ参加したい。
自分も自治会長になって
みようかと思った。

清水 和政さん
ルミナス箕面の森自治会  会員

 しみ ず   か ずまさ

　清水さんは、マンションで一人暮らしをしています。仲間ととも
に、自治会の防犯委員として子どもの登校時の見守り活動に参加
する毎日です。
　清水さんはある時、脳内出血で倒れました。倒れた際、清水さんの
異変にいち早く気づき、救ってくれたのは近所の活動仲間です。その
後入院し、しばらくして退院しましたが、今度は一時的な記憶障害で
自宅のポストや銀行口座の暗証番号がわからず、郵便局もどこにあ
るかわからないといった状態に。自分のいるところが日本だとは思え
ない感覚に陥ったそうです。でもそんなとき支えてくれたのもまた、
ご近所の仲間でした。心から感謝し恩返しがしたいと話しました。

近所のつながりに助けられました。
自分の子どもでもないのに…ありがたい。

今回は、シンポジウム第３部にパネラーとして
登壇した清水さんのエピソードをご紹介。

おひとりさまの

人達 に聞く
番外編

318名が参加

　両親は就労、祖父は自治会長という家庭で育った菅野さ
ん。家に誰もいない時、ご近所さんが家にあげてくれ、食事
を作ってくれる、仲が良い地域だったと語ります。
　そのような経験から、大学でご近所づきあいをテーマに
した演劇『Home』の脚本を手掛けました。作品づくりにあ
たって仲間と語り合った際、「自分の育った地域がいい地
域だった」と改めて感じ、地域の温かなつながりが増えた
らいいとの思いを演劇に込めました。『Home』はシンポジ
ウム開始前にスクリーンで特別上映会を実施しました。

追手門学院大学舞台表現プロジェクトSTEP
第12回公演 『Home』
　上京した大学生の主人公と、近所に住む母子家庭で
ヤングケアラーの女子高生、父の帰りが遅い父子家庭の
小学生の交流を通して、互いの家庭問題に対する葛藤
を描きながら、ご近所づきあいの意味を問うストーリー

YouTubeで
視聴できます
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「コロナ特例貸付」の返済が始まってみえてくる生活困窮

～フォローアップ支援を通して～
令和２年２月末に、新型コロナウイルス感染拡大防止を理由とした休業要請があり、同年４月には「緊急事態宣言」が発出され、飲食店などが休業を余儀なくされました。

多くの働く人の生活を直撃し、生活に困る世帯を支えるため、令和２年３月から「コロナ特例貸付（新型コロナウイルス特例貸付）」が始まりました。
全国では３８１万件、１兆４４４７億円の貸付が行われ、箕面市では４，２６６件、１７億８，９３７万円の貸付を行いました。人数にして１，５５２人、市民の１００人に１人が貸付を受けました。

 令和５年１月から返済が順次開始されています。現在社協では借り受けた かたに対し、その後の生活について「フォローアップ支援」を行っています。

　長く派遣社員として勤めていた工場がコロナ禍で休みが多くなり、減収して困っていたため「コロナ
特例貸付」を受けた。長引く減収に生活費が足りず、ほかにも借金をした。コロナ禍が終わり工場も
通常稼働となったが、給料が元に戻りかけた矢先に、工場の都合で突然休業となった。
　働きたくても休業せざるを得ない中、返済どころか今も生活費すら足りず、誰にも相談できず、不安で
眠れない。（社協職員の連絡にようやく応答してくれた、一人暮らしの５０代男性の話）

食費・生活費に困っているとの回答が最多

困りごとを
相談できる人

今後もご相談をお受けします

昨年から始まった「フォローアップ支援」

「相談してもしかたがない」
「滞納しているから相談できない」などの誤解をとく！

「コロナ特例貸付」の返済が始まったが、
返済どころか今の生活費も足りない

　コロナ特例貸付申請の当初は社協の窓口に毎日３０件近い相談が寄せられました。その中には、電気が
止まった、ガスが止まった…とライフラインが停止している状況のかたもおられ、まずは早く貸付金が手元
に届くよう申請を急ぐことに重きを置き、丁寧な相談を受けることができませんでした。
　全国的にも同じ状況にあり、昨年のコロナ特例貸付の返済開始に合わせ、借り受けたかたと連絡をとり、
生活状況の聞き取りや生活再建への相談、返済に関する相談などを全国各地の社協で実施しています。

　回答があった２６２人のうち約８割は現在も困りごとがあり、一番多い困りごとは「食費・
生活費に関すること」、次いで「税金や公共料金等の支払いのこと」が続いており、生活費だけ
ではなく、コロナ禍で支払えなかった滞納分を引きずっている世帯が多いという結果でした。
　また、生活に関する困りごとがあっても相談する人がいないという回答が半数で一人で悩
んでおられるかたが多くいるという現状がうかがえました。

箕面市で返済されたのは約３９％で、全国の３７％とほぼ同じ状況です。
これから返済が始まるかたもおられ、
社協では「手続きが難しいと感じ、免除手続きをせずに
返済が滞っているかた」もおられるのではないかと考え、
情報提供や支援を引き続き行っていきます。

　特に経済的な困窮にあるかたについては、課題解決にむけて一緒に考え、コロナ特例貸付の返済が難し
い場合は、償還猶予の手続きを支援し、猶予期間中に生活再建ができるよう継続的支援を行っています。
　困窮状況にあるかたは、 「相談してもしかたがない」 「滞納しているから相談できない」などの誤解
から連絡してもなかなか応答してもらえません。しかし、連絡がつくとその日の食べ物に困っているかたも
少なからずいました。このようなかたについてはフードバンクからの食料支援も行っています。なかには
日本語のわからない外国人のかたもおられ、関係者の協力を得ながら手続きの支援をしました。

都道府県社協が債権者となる全国で実施している公的資金貸付（生活福祉資
金）のうち、コロナ禍のみの特例措置で緊急小口資金（１世帯２０万まで）と総

合支援資金（１世帯最大１か月２０万円の３か月間）の２種類があり、１世帯あたり最大２００万円の貸付が可能だった。

TEL問合せ：生活相談窓口 072-727-9515

アンケートをきっかけに電話連絡や訪問を実施
　コロナ禍が終わっても、生活に困っていたり、一人で悩んでいるかたが多くいることをふまえ、社協では借り受けた
かたに電話連絡や訪問活動を行って困りごとを聞き取り、一人ひとりに必要な支援へつなげられるよう対応しています。

返済状況
（令和５年５月）

※3回以上返済が滞っているかた

（令和５年８月）

借り受けた世帯のうち滞納・
免除者（９７０名）に生活状
況のアンケートを実施

アンケート

0 20 40 60 80 100 120 140

ご相談
ください

まずは

生活困窮者自立支援事業
（社協ホームページ内）

返済中・
返済前

食費・生活費

税金や公共料金等

家賃や住宅ローン

病気や健康

債務

いる
52％

免除

滞納※

いない
48％

51％

28％

21％

まずはご相談ください
社協生活相談窓口では「コロナ特例貸付」の返済に関するご相談、
生活全般のご相談をお受けしています。

「コロナ特例貸付」とは

困りごとの
内容

（複数回答あり）
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東・箕面・西小学校区の７５歳以上の対象者の
皆様には、９月中旬～１０月中旬に地区福祉会の
ボランティア等が記念品を届けます。

箕面市地域支え合いプロジェクト
助成金交付結果

TEL問合せ：地域福祉推進課 072-749-1575

地区敬老会の季節です
地区福祉会主催で敬老事業を実施します。
９月１日現在で満７５歳以上のかた

（昭和２４年９月１日までに生まれたかた）が対象です。

中
止々呂美
豊川北
彩都の丘
北
南
萱野東
豊川南
萱野
西南
萱野北

9/14
9/16

9/29

10/12
10/12
10/20
10/26
10/26
10/27
11/2

13:30
13:40

13:00

13:00
13:30
13:00
13:30
13:30
10:00
13:00

中小学校体育館
とどろみの森学園アリーナ

豊川北小学校体育館

メイプルホール
南小学校体育館
萱野東小学校体育館
豊川南小学校体育館
メイプルホール
西南小学校体育館
メイプルホール

校区名 場所時間実施日

令和５年度  事業・決算報告

校区ごとにテーマを設定し、必要な取り組みを住民が
検討する「ささえあい推進会議」を全１４校区で開催
（のべ４６９名参加）

社会福祉事業
財源内訳

みんながつながり支えあう地域づくり

社会的に孤立し、相談につながりにくい人と継続的に
関わるための相談支援を実施

福祉課題を発見する仕組みと相談体制の整備

内部管理体制の整備として内部監査の実施
組織基盤の強化

ヘルパーの職員減や介護老人保健施設の新型コロナ
ウイルス感染症によるクラスターの影響で減収

介護保険事業等の安定経営

●社会福祉事業 法人運営及び地域福祉関連事業、在宅サービス事業

詳しくは社協ホームページをご覧ください
TEL問合せ：総務課 072-749-1575

寄付金 0.3%

受託金
32.0%

介護保険
34.3%

補助金
18.0%

事業収益 1.0%

会費 2.2%

障害福祉10.3%

事業の概要 決算の概要

収 支 差
費用総額

△1,972万6千円（△2,552万2千円）

収 支 差 △923万2千円（前年比△1,776万円）

年間収益
5億1,251万1千円

●公益事業 介護老人保健施設の運営

収 支 差 △1,049万4千円（前年比△2,374万6千円）

11億5,545万3千円

その他 1.9%

㊏
㊊祝

㊐

㊏
㊏
㊐
㊏
㊏
㊐
㊏

友だち募集中

二次元コードで登録 ＩＤ検索で登録

�196pkxmp
上記IDを入力して検索

社協

問合せ：総務課 072-749-1575TEL
社協のイベントや

地域の情報などを発信 (^^)

シルバーアドバイザー箕面・豊能
（子ども食堂の開催）
小金尾自治会
（地域連携防災事業）
みんな食堂みのお
（子ども食堂の開催）
こどもの笑顔を守る会～この指とまれ～
（防災講座の開催）
みのお東・子ども食堂の会
（子ども食堂の開催）
日日好日
（地域食堂の開催）
ほっこり会
（放課後の居場所・子ども食堂の開催）
オレンジの会
（親子の居場所づくり）
箕面市認知症カフェネットワーク
（認知症カフェの立ち上げ支援）
グローバルコミュニティ・みのお
（外国籍や不登校の子どもの交流の場づくり）
一般社団法人トナリト
（子どもが主体の交流の場づくり）
「ワッハッハ」クラブ
（高齢者の食事会の開催）
箕面市母子寡婦福祉会
（ひとり親世帯への情報発信）
みのお山麓倶楽部
（夏休みの親子の居場所づくり）
箕面船場まちづくり協議会
（地域情報誌の発行）

団体名・事業内容概要 金額（円）

173,000

36,000

167,000

85,000

182,000

179,000

111,000

26,000

87,000

62,000

154,000

54,000

65,000

27,000

91,000

TEL問合せ：地域福祉推進課 072-749-1575 不動産の買取、販売
賃貸管理ならおまかせください
一戸建て 土　地マンション

営業時間
10:00～19:00

箕面市牧落2丁目7-13　マザービル1F

イベントや学習会、ボランティア活動や募金など
さまざまな活動があります。

関心のあるものに足を運んでみてください。

地域の活動に
参加しませんか

10/9
wed

2024

講演会

ひきこもりの
サポートを考える

　ひきこもりのかたには、地域での居場所や
社会復帰へのステップなど、さまざまなサポー
トや場が必要です。
　今回は、地域でのひきこもりのかたへの支援
をすすめる岩田先生にご講演いただきます。

日時 １１月９日（土）
１３時３０分～１５時３０分

場所 箕面市立総合保健福祉センター
大会議室　（萱野５－８－１）

講師 大阪経済大学　人間科学部
岩田 光宏（いわたみつひろ）氏

内容 ひきこもり問題の現状、
ひきこもり当事者に家族や
地域住民ができることなど

～聞こえづらいかたとの関わり～

文字でいきいき
コミュニケーション

10/1
tue

2024

～

　聴覚障害者のうち、実に８割以上のかたが
中途失聴や難聴等のために「手話」がわから
ないのが現状です。
　そのようなかたと伝えあえる方法である
「筆談」と「要約筆記」を学びませんか。

赤い羽根共同募金運動
今年も始まります！

日時 １０月９日（水）
１３時３０分～１５時３０分

場所 障害者福祉センターささゆり園
（西小路３－９－９）

内容 難聴のかたの聞こえ方や
困りごとのお話と、
筆談などのコミュニケーションの
ポイントを学び体験します。

TEL
申込み：ボランティアセンター

072-749-1535 申込み
コード

mvc@minoh-syakyo.or.jp

1 1/9
sat

2024参加費

無料

参加費

無料

●手書き要約筆記
　１０月１６日（水）

●パソコン要約筆記
　１０月２３日（水）

「要約筆記」の体験会もあります

〒562-0001
箕面市箕面４丁目８番４３号
TEL：072-720-6661  FAX：072-720-7755

介護に関するご相談など、
お気軽にお電話ください。

【サービス付き高齢者向け住宅】
そんぽの家Ｓ 箕面唐池公園

『SOMPOケア 認知症応援プロジェクト
「Orange＋（プラス）」キャラクター』

　自治会、学校、職場、街頭などで寄せられた募金
は、箕面市内における地域福祉推進のための事業、
府内の社会福祉施設・団体の活動、大規模災害に
対する準備金などに活用されます。
　今年もみなさんのご協力をよろしくお願いします。

TEL
問合せ：総務課

072-749-1575
募金は
こちら

TEL
申込み：生活相談窓口

072-727-9515
ひきこもり
相談窓口 申込み

コード

箕面市地域福祉活動計画を進めるため、赤い
羽根共同募金を財源とした公募型の助成制度
で、令和6年度は15団体に計1,499,000円を
助成しました（団体名と金額は以下のとおり）。

6
No.164　みのお社協だより みのお社協だより　No.164

7



この広報誌は、ボランティアグループ「ささゆり声の会」のご協力で音訳されています。希望者はご連絡ください。
みのお社協だより No.164 2024（令和6）年 9月 1日 発行

社会福祉法人 箕面市社会福祉協議会 〒562-0036 箕面市船場西 1丁目 1 1番35号

次号（No.165）は
2月 発行予定です

みなさまの善意をお待ちしています

※みなさまから寄せられた善意のご寄附は、地域ぐるみで行う在宅支援やボランティア活動への支援など様々な福祉活動に役立たせていただきます。

https://minoh-syakyo.or.jp/
ホームページはこちら ▼

info@minoh-syakyo.or. jp
メールの送信はこちら ▼ 箕面社協

TEL 072-749-1575 FAX 072-727-3590

Ａｕｄｉ　箕面
匿名　６件
匿名　２件
（株）エー・ワイ不動産
伸栄商事（株）
（株）美昇
生活協同組合コープこうべ
匿名　２件
日下　尚彦
大谷裕美子

善意銀行（子どものために）
善意銀行
法人に一任
西小地区福祉会

フードパントリー
（生活困窮者、ひとり親
家庭への食料品配布）

介護老人保健施設

55,000
15,000
40,000

1,000,000
災害備蓄品
タオル
米60㎏

玄米100㎏、生理用品
米30㎏

パステルアート画4点

氏名 金額（円）／物品名 活用先

※社会福祉協議会への遺贈寄附は相続税の課税対象となりません。

市内にお住まいだったかたからの遺言により、市外の土地（297㎡）及び寄附金（約8,600万円）の
ご寄附をいただきました。 箕面市の地域福祉の推進に活用させていただきます。

期間：令和6年4月１日～6月30日（敬称略）

遺贈寄附を
いただきました！

特別活動協力金 協力事業所令和６年度

ご協力ありがとうございます！

■粟生ショッピングセンター　■東眼科　■尼崎信用金庫 箕面支店　■いかりスーパーマーケット いかり箕面店
■池田泉州銀行 箕面駅前支店　■石堂鍼灸整骨院　■稲野運輸　■今木組　■インペリアル・クラフト
■梅村内科クリニック　■大阪ACLS協会　■大高産業　■大野歯科医院　■大前歯科医院　■尾川歯科医院
■小野原学園　■おりべ歯科医院　■カーショップ茨木　■カジカフェ　■（株）梶裕　■春日神社　■勝尾寺
■café matin 北摂焙煎所　■ガラシア病院　■河村整形外科　■きぬがさ　■木八商事
■キョウエイ調剤薬局 箕面牧落店　■行政書士濱坂和子事務所　■クロケッタ　■薫々堂
■けあき会脳神経外科クリニック　■小池医院　■広洋建機　■コープこうべ コープ箕面店　■コムハウス
■さかもと医院　■さくらデンタルクリニック　■さくら通り循環器消化器内科　■salon de the JOUMER
■サンエスクリニック　■自然素材の家　■嶋田開発　■聖天宮 西江寺　■聖母被昇天修道院
■セブン-イレブン箕面坊島５丁目　■セブン-イレブン箕面坊島１丁目　■善福寺　■綜合メディカル　■谷垣建設
■電化の久栄堂 箕面店　■東華苑 ギフト華　■豊川商事　■内科外科にいみ医院　■なつめ薬局　■橋本酒店
■兵庫恒産　■平野歯科クリニック　■ファンライフ箕面　■ふじもとクリニック　■ふるかわ医院　■ホウメイ
■訪問看護ステーションHAPPY　■細川米穀店　■ボブテイルシュウ　■みずかみ歯科・矯正歯科クリニック
■箕面学園　■箕面クレハ薬局　■箕面公社　■箕面桜井テニスクラブ　■箕面桜ヶ丘幼稚園　■箕面製材工業
■箕面中央病院　■箕面博文堂　■箕面福音協会　■みのお本通り商店街振興組合　■ミヤマシナリー　■（株）モリタ
■山脇建築　■ユトリーム箕面桜ヶ丘　■（株）吉田　■リーベケアプラン　■理照寺霊苑　■ワクイバレエスクール

多くの事業所の皆さまのご協力ありがとうございます。地域福祉の活動財源と
して活用いたします。現在募集活動中の地区もあるため、順次掲載いたします。期間：令和6年4月1日～6月30日 事務所受付分（五十音順・敬称略）

活動協力金（ 1口 500円）・特別活動協力金（ 1口 5,000円）随時受付中！
ご協力いただけるかたは　　　　　　　　　　　　　までお問い合わせください。　TEL総務課 072-749-1575

善意寄せられた

TEL問合せ：総務課 072-749-1575

あたたかい
ご支援
ありがとう
ございました

　金銭・物品寄附

「寄せられた善意」欄の掲載漏れに関する
お詫び（社協だよりNo.163）

令和6年5月に発行しました社協だよりNo.163にて、一覧に掲載
漏れがございました。寄附者様にご迷惑をお掛けしましたことを
深くお詫び申し上げますとともに、次のとおり掲載させて頂きます。

浦中　斉
吉岡　祐輔
匿名　1件
箕面市陶芸愛好会
匿名　1件
髙島　由美子
光木　満智子
大阪北部農業協同組合

善意銀行

法人に一任

介護老人保健施設

10,000
30,000
5,000
17,000
30,000
米26㎏

毛布、掛布団
米30㎏

氏名 金額（円）／物品名 活用先
期間：令和5年12月１日～12月31日（敬称略）　金銭・物品寄附


